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2009 年 10 月 20 日 

パトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッド 

 

パトゥニの新 APAC 代表にベルサミー・マティワナンが就任 
 

～ 日本およびアジア地域におけるビジネス体制を強化 ～ 
 

 

IT およびビジネス・プロセス・アウトソーシング（BPO）分野の世界的なサービスプロバイダ

大手であるパトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッド(本社:インド ムンバイ、最高

経営責任者：ジェヤ・クマール、以下、パトゥニ)の APAC（日本およびアジア地域）代表にベル

サミー・マティワナン（Velusamy Mathivanan）が就任しました。マティワナンの APAC 代表就任

は、パトゥニの日本およびアジア地域におけるビジネスを強化するための取り組みの一環となり

ます。 

 

マティワナンは、本年パトゥニの APAC 地域本部を設立したシンガポールオフィスを拠点とし、

日本およびアジア地域におけるビジネスをリードします。マティワナンは、Singapore Network 

Services(SNS)や CrimsonLogic 等の IT 業界に特化した 30年以上の経験を持ちます。Singapore 

Network Services(SNS)では同社の最高経営責任者として活躍し、シンガポールを拠点とする EDI

企業を、アメリカ、アジア太平洋、中東にオペレーションを拡大しグローバル IT ソリューショ

ン及びサービスプロバイダである CrimsonLogic と合併しました。それ以前は、シンガポール港

管理部および PSA 企業の副社長とし、港湾オペレーションの自動化およびシステム化を指揮し、

シンガポール大統領から名誉ある Administration Award を受賞しました。 

 

今回の新 APAC 代表就任を受け、マティワナンは以下のように述べています。 

「パトゥニにとって、アジア地域、特に日本におけるビジネス体制の強化は非常に重要なもので

あると認識しています。パトゥニの強力なグローバル・デリバリー能力とこれまで日本での約 15

年間にわたるビジネス実績を最大限に生かし、日本企業の皆様へ高品質かつコストを低減する高

価値なソリューションを提供していきたいと考えています。」 

 

また、前 APAC の代表のディーパック・コスラ（Deepak Khosla）は、SAARC（インドおよび南ア

ジア）地域の代表を担当します。パトゥニはインド国内の経済成長に対して明るい見通しを持っ

ており、テレコム、金融、保険、マニュファクチャリング、e-Governance に重点を置き、インド

におけるビジネスの拡大を図ります。 
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■■■■パトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッドパトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッドパトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッドパトゥニ・コンピューター・システムズ・リミテッド（（（（PatniPatniPatniPatni））））についてについてについてについて    

パトゥニは 1978 年にインド・ムンバイに設立したオンサイト/オフショア・アウトソーシング企業であり、

インドでのオフショアおよびオンサイトでのハードウェア/ソフトウェアの開発、評価、サポートおよび

IT 支援など、幅広いサービスを世界各国の大手企業に対し 30 年以上提供してきた実績があります。

日本では 1990 年代後半から本格的なビジネスを開始し、1999 年に日本支社を設立。ニューヨーク

証券取引所およびボンベイ証券取引所、インド国立証券取引所に上場しています。 

 

⇒ホームページ: http://www.patni.com/jp 

 

 

    

※※※※パトゥニパトゥニパトゥニパトゥニ免責条項免責条項免責条項免責条項     

このプレスリリースには、今後の成長展望についての「将来の予測に基づく表明」が含まれます。予測に基づく表明には、

実際の結果と予想を大きく異ならせるようなさまざまなリスクや不確定性が含まれています。将来の予測に基づく表明に関

連するリスクと不確実要素には、収益の変動、成長管理能力、コストの優位性に影響を及ぼす可能性があるITサービス業

界の激しい競争、インドでの賃金上昇、高度な技術を持つ専門家を採用および保持する能力、コストと期間が決められた

契約での時間とコストの超過、顧客の集中、移住の制限、国際的業務を管理する能力、重点分野のテクノロジーに対する

需要の低下、通信ネットワークの障害、サービス契約に基づく損害賠償責任、パトゥニが戦略的投資を行った企業の成功、

政府による財政的インセンティブの中止、政治の不安定化、資金調達やインド国外の企業買収に関する法的規制、知的

財産の不正使用、そして業界に影響を及ぼす全般的な経済状況などに関するものが含まれます。パトゥニは、将来の予測

に基づく表明を更新する義務を負いません。ただし、これらの記述は当社が直接的または間接的に変更する場合がありま

す。 

 

 

 

 

■■■■読者読者読者読者・・・・報道機関報道機関報道機関報道機関おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先■■■■    

パトゥニ･コンピューター･システムズ･リミテッド  マーケティング部 担当：本間 
〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-1-7 九段センタービル 1F 

Tel: 03-3222-8034(ダイヤルイン)    E-Mail：shintaro.homma@patni.com 

 

 


